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(57)【要約】
　本発明は、外部の空気が流入されるための空気通孔が
形成され、内部に収容空間が形成されるケースと、前記
ケースの内部収容空間に設置され、且つ複数個の空気－
亜鉛電池セルが連結及び積層されて形成される電池ユニ
ットが複数個連結されて形成される電池ユニット群と、
前記ケースの内部収容空間に設置され、空気流動を誘導
するファン（ｆａｎ）と、を含むことを特徴とする。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外部の空気が流入されるための空気通孔が形成され、内部に収容空間が形成されるケー
スと、
　前記ケースの内部収容空間に設置され、且つ複数個の空気－亜鉛電池セルが連結及び積
層されて形成される電池ユニットが複数個連結されて形成される電池ユニット群と、
　前記ケースの内部収容空間に設置され、空気流動を誘導するファン（ｆａｎ）と、を含
む空気－亜鉛電池モジュール。
【請求項２】
　前記電池ユニットは、隣接する電池ユニットと一列で配置されて直列で連結された電池
ユニット群を形成し、
　前記ファン（ｆａｎ）は、すべてのまたは一部の電池ユニットの間に形成され、且つ前
記ファン（ｆａｎ）は、羽の回転軸方向と前記電池ユニットの一列配置方向とが同じ方向
になるように形成されることを特徴とする請求項１に記載の空気－亜鉛電池モジュール。
【請求項３】
　前記ケースの内部収容空間を区切るように形成され、且つ前記空気通孔が形成されたケ
ースの面と垂直になるように形成される隔壁をさらに含み、
　前記電池ユニット群は、互いに並列で連結される第１電池ユニット群と第２電池ユニッ
ト群とで構成され、前記隔壁を間に置いて前記第１電池ユニット群と前記第２電池ユニッ
ト群が並設され、
　前記ファン（ｆａｎ）は、前記隔壁の一部分を貫通するように形成されることを特徴と
する請求項１に記載の空気－亜鉛電池モジュール。
【請求項４】
　前記ファン（ｆａｎ）は、前記第１電池ユニット群と前記第２電池ユニット群の電池ユ
ニットのうち前記空気通孔が形成されたケースの面から最外郭に位置する電池ユニットの
間に位置するように前記隔壁に形成されることを特徴とする請求項３に記載の空気－亜鉛
電池モジュール。
【請求項５】
　前記ファン（ｆａｎ）は、羽の回転軸方向と前記隔壁の面が垂直になるように形成され
ることを特徴とする請求項３に記載の空気－亜鉛電池モジュール。
【請求項６】
　前記電池ユニット群及び前記ファンと電気的に連結される雌性スイッチングコネクター
と、
　前記雌性スイッチングコネクターと接続され、電気的に連結されたインバーターに前記
電池ユニット群の電力を供給する雄性スイッチングコネクターと、をさらに含み、
　前記雌性スイッチングコネクターと前記雄性スイッチングコネクターの接続により前記
ファン（ｆａｎ）が駆動されることを特徴とする請求項１に記載の空気－亜鉛電池モジュ
ール。
【請求項７】
　前記雌性スイッチングコネクターは、２個の（＋）極端子及び１個の（－）極端子が形
成され、
　前記雌性スイッチングコネクターの（＋）極端子のうちいずれか一つは、前記電池ユニ
ット群の（＋）極と連結され、
　前記雌性スイッチングコネクターの（＋）極端子のうち他の一つは、前記ファン（ｆａ
ｎ）の（＋）極端子と連結され、
　前記雌性スイッチングコネクターの（－）極端子は、前記電池ユニット群の（－）極及
び前記ファン（ｆａｎ）の（－）極端子と連結され、
　前記雄性スイッチングコネクターは、前記雌性スイッチングコネクターの端子と接続さ
れるように２個の（＋）極端子及び１個の（－）極端子が形成され、且つ前記雄性スイッ
チングコネクターの２個の（＋）極端子は、互いに電気的に連結されることを特徴とする
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請求項６に記載の空気－亜鉛電池モジュール。
【請求項８】
　前記雌性スイッチングコネクターの（－）極端子は、前記電池ユニット群の（－）極と
電気配線により連結され、
　前記雌性スイッチングコネクターの（－）極端子と前記電池ユニット群の（－）極を連
結する電気配線は、前記ファン（ｆａｎ）の（－）極端子と側枝形態で連結されることを
特徴とする請求項７に記載の空気－亜鉛電池モジュール。
【請求項９】
　前記雄性スイッチングコネクターの（＋）極端子のうち少なくとも一つは、前記インバ
ーターの（＋）極と連結され、
　前記雄性スイッチングコネクターの（－）極端子は、前記インバーターの（－）極と連
結されることを特徴とする請求項７に記載の空気－亜鉛電池モジュール。
【請求項１０】
　前記空気－亜鉛電池セルの各々の空気電極側の面に形成され、隣接する空気－亜鉛電池
セルとの離隔空間を形成させるスペーサをさらに含むことを特徴とする請求項１～９のい
ずれかに記載の空気－亜鉛電池モジュール。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、家庭用、産業用、軍用など多様な用途の電気製品に適用可能な空気－亜鉛電
池モジュールに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、電気機器に対する電力供給のための手段として電池（ｂａｔｔｅｒｙ）が広く使
用された。従来、電池として、マンガン乾電池、アルカリマンガン乾電池、空気－亜鉛（
ｚｉｎｃ－ａｉｒ）電池などの１次電池と、ニッケルカドミウム（Ｎｉ－Ｃｄ）電池、ニ
ッケル水素（Ｎｉ－Ｈ）電池、リチウムイオン電池などの２次電池が使用された。これら
のうち、空気－亜鉛電池は、１．４Ｖの相対的に高い電圧を提供し、エネルギー密度が高
くて、放電容量が大きいという長所を有する。また、電池の放電が完了するまでほぼ一定
の放電特性を示し、重金属を含有していて、使用が抑制されている水銀電池を代替できる
乾電池であると考えられている。
【０００３】
　前記空気－亜鉛電池は、通常、家庭用、産業用、軍用など多様な用途の電気製品に適用
可能にするために、最小電池単位である空気－亜鉛電池セルを複数個含み、所要の電圧及
び電流仕様を満足する空気－亜鉛電池モジュール形態で製品化されており、このような空
気－亜鉛電池モジュールには、複数の空気－亜鉛電池セルを含んでいるため、電池モジュ
ール内のすべての空気－亜鉛電池セルに空気を均一に供給するために、ファン（ｆａｎ）
装置が必須に含まれ、また、電池モジュール製品を小型化し、製品の寿命を最大限長くす
るためには、このようなファン（ｆａｎ）に電力を供給するための電気配線、電源及びス
イッチング構造も重要な部分に該当する。
【０００４】
　図１は、従来の空気－亜鉛電池モジュールのファンの配置構造を図式化した図である。
図１の空気－亜鉛電池モジュール１０によれば、ケース１１の内部に２個の電池ユニット
１２が一列で直列連結されて位置しており、電池モジュールの内部に空気流れを誘導する
ためのファン１３がケースの空気流入口１４側（外部に露出している）に位置している。
しかし、このようなファン１３の配置構造は、外部の空気を電池モジュール内の電池ユニ
ット１２に供給するにあたって、空気流入口１４から近く位置する電池ユニット１２にの
み空気供給が集中し、空気流入口１４から遠く位置する電池ユニット１２には、空気供給
が十分に行われない問題があり、このような電池ユニット間の空気供給偏重または不均衡
現象は、結果的に、空気－亜鉛電池モジュール全体の寿命を顕著に短縮させる要因になっ
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ている。これを克服するために、さらに強い送風力のファン（ｆａｎ）を使用することも
考慮できるが、この場合には、消費電力が高くなる問題を受け入れなければならない。
【０００５】
　また、ファン（ｆａｎ）が外部に露出していて、送風羽の汚染による送風量の低下及び
これによる電池モジュール性能の劣化とファン（ｆａｎ）の騒音惹起が問題として提起さ
れている。
【０００６】
　さらに、従来の空気－亜鉛電池モジュールは、ファン（ｆａｎ）を駆動するために、別
途の重いバッテリー装置を具備しなければならないため、電池モジュール製品の軽量化及
び構造の単純化に限界があり、ファン（ｆａｎ）の駆動を制御するために、別途のスイッ
チング装置を具備する構造を有していて、電池モジュール内の空間効率性が劣り、製品の
小型化が困難であり、電気配線の複雑化及び製造コストの上昇の要因となっている。また
、ファン（ｆａｎ）の駆動を制御するにあたって、間違いでファンの駆動をスイッチオフ
（ｏｆｆ）しない場合には、不要に電池を放電させるようになり、電池モジュールの寿命
を意図せず短縮させるおそれも存在する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は、前記のような問題点を解決するためになされたものであって、本発明の目的
は、従来より極めて低い送風力のファンを使用しても、電池モジュール内のすべての電池
ユニットに均一な空気供給が可能に空気流れを誘導でき、電池モジュールの消費電力を顕
著に低減できる空気－亜鉛電池モジュールを提供することにある。
【０００８】
　また、本発明の他の目的は、従来の空気－亜鉛電池モジュールにおいて問題になったフ
ァンの送風羽の汚染及び騒音の惹起問題を最小化できる空気－亜鉛電池モジュールを提供
することにある。
【０００９】
　本発明のさらに他の目的は、電池モジュール内のファン（ｆａｎ）を駆動させるために
、別途の重いバッテリー装置を必要とせず、従来の製品に比べて製品の構造単純化及び軽
量化が可能な空気－亜鉛電池モジュールを提供することにある。
【００１０】
　また、本発明のさらに他の目的は、ファン（ｆａｎ）の駆動及び停止のために、従来の
電池モジュール製品のように、別途のスイッチ装置を具備する必要がないため、製品の小
型化が可能であり、これによって、電気配線の単純化及び製造コストの節減が可能であり
、また、ファン（ｆａｎ）の駆動制御において管理が容易い空気－亜鉛電池モジュールを
提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　前記目的は、本発明によって、外部の空気が流入されるための空気通孔が形成され、内
部に収容空間が形成されるケースと；前記ケースの内部収容空間に設置され、且つ複数個
の空気－亜鉛電池セルが連結及び積層されて形成される電池ユニットが複数個連結されて
形成される電池ユニット群と；前記ケースの内部収容空間に設置され、空気流動を誘導す
るファン（ｆａｎ）；によって達成される。
【００１２】
　ここで、前記電池ユニットは、隣接する電池ユニットと一列で配置されて直列で連結さ
れた電池ユニット群を形成し、前記ファン（ｆａｎ）は、すべてのまたは一部の電池ユニ
ットの間に形成され、且つ前記ファン（ｆａｎ）は、羽の回転軸方向と前記電池ユニット
の一列配置方向とが同一の方向になるように形成され得る。
【００１３】
　また、前記ケースの内部収容空間を区切るように形成され、且つ前記空気通孔が形成さ
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れたケースの面と垂直になるように形成される隔壁；をさらに含み、前記電池ユニット群
は、互いに並列で連結される第１電池ユニット群と第２電池ユニット群とで構成され、前
記隔壁を間に置いて前記第１電池ユニット群と前記第２電池ユニット群が並設され、前記
ファン（ｆａｎ）は、前記隔壁の一部分を貫通するように形成され、且つ前記第１電池ユ
ニット群と前記第２電池ユニット群の電池ユニットのうち前記空気通孔が形成されたケー
スの面から最外郭に位置する電池ユニットの間に位置するように形成され得る。
【００１４】
　この際、前記ファン（ｆａｎ）は、羽の回転軸方向と前記隔壁の面が垂直になるように
形成され得る。
【００１５】
　なお、前記電池ユニット群及び前記ファンと電気的に連結される雌性スイッチングコネ
クターと；前記雌性スイッチングコネクターと接続されて電気的に連結されたインバータ
ーに前記電池ユニット群の電力を供給する雄性スイッチングコネクターと；をさらに含み
、前記雌性スイッチングコネクターと前記雄性スイッチングコネクターの接続によって前
記ファン（ｆａｎ）が駆動され得る。
【００１６】
　ここで、前記雌性スイッチングコネクターは、２個の（＋）極端子及び１個の（－）極
端子が形成され、前記雌性スイッチングコネクターの（＋）極端子のうちいずれか一つは
、前記電池ユニット群の（＋）極と連結され、前記雌性スイッチングコネクターの（＋）
極端子のうち他の一つは、前記ファン（ｆａｎ）の（＋）極端子と連結され、前記雌性ス
イッチングコネクターの（－）極端子は、前記電池ユニット群の（－）極及び前記ファン
（ｆａｎ）の（－）極端子と連結され、前記雄性スイッチングコネクターは、前記雌性ス
イッチングコネクターの端子と接続されるように、２個の（＋）極端子及び１個の（－）
極端子が形成され、且つ前記雄性スイッチングコネクターの２個の（＋）極端子は、互い
に電気的に連結され得る。
【００１７】
　また、前記雌性スイッチングコネクターの（－）極端子は、前記電池ユニット群の（－
）極と電気配線によって連結され、前記雌性スイッチングコネクターの（－）極端子と前
記電池ユニット群の（－）極を連結する電気配線は、前記ファン（ｆａｎ）の（－）極端
子と側枝形態で連結され得る。
　また、前記雄性スイッチングコネクターの（＋）極端子のうち少なくとも一つは、前記
インバーターの（＋）極と連結され、前記雄性スイッチングコネクターの（－）極端子は
、前記インバーターの（－）極と連結され得る。
【００１８】
　また、前記各空気－亜鉛電池セルの空気電極側の面に形成され、隣接する空気－亜鉛電
池セルとの離隔空間を形成させるスペーサ；をさらに含むことができる。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明による空気－亜鉛電池モジュールは、ファン（ｆａｎ）が空気－亜鉛電池モジュ
ールのケース内部に位置していて、電池モジュール内のすべての電池ユニットに均一な空
気供給が可能に空気流れを誘導でき、空気－亜鉛電池モジュールの性能低下を抑制し、寿
命を維持でき、従来の空気－亜鉛電池モジュールと比較したとき、同一性能の電池モジュ
ールを具現するにあたって、従来より極めて低い送風力のファンを使用でき、ファン駆動
のために所要される消費電力を顕著に低減できる効果がある。
【００２０】
　また、従来の電池モジュールにおいて問題になったファン（ｆａｎ）の外部露出による
送風羽の汚染による送風量の低下及びこれによる電池モジュールの性能劣化の問題を防止
でき、ファン（ｆａｎ）の騒音惹起問題をも最小化できる効果がある。
【００２１】
　また、本発明の電気配線連結構造及びスイッチング構造によれば、電池モジュール内の
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ファン（ｆａｎ）を駆動させるために、別途の重いバッテリー装置を必要としないため、
従来の製品に比べて製品の構造単純化及び軽量化が可能であり、ファン（ｆａｎ）の駆動
及び停止のために、従来の電池モジュール製品のように、別途のスイッチ装置を具備する
必要がないため、これによって電池モジュール内の空間効率が改善され、製品の小型化が
可能であり、電気配線の単純化及び製造コストの節減が可能であり、また、ファン（ｆａ
ｎ）の駆動制御がスイッチングコネクターの接続及び分離だけで同時に行われるので、従
来製品のように、間違いでファンの駆動をオフ（ｏｆｆ）しなくて、不要に放電させて、
電池モジュールの寿命を短縮させるおそれもあらかじめ防止でき、製品の管理が容易であ
るという長所がある。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】図１は、従来の空気－亜鉛電池モジュールのファン配置構造を図式化した図であ
る。
【図２】図２は、本発明の一例による空気－亜鉛電池モジュールのファン配置構造を図式
化した図である。
【図３】図３は、本発明の他の例による空気－亜鉛電池モジュールのファン配置構造を図
式化した図である。
【図４】図４は、本発明による空気－亜鉛電池モジュールの電気配線連結構造の一例を示
す図である。
【図５】図５は、本発明の一例による電池ユニットを示す斜視図である。
【図６】図６は、本発明の一例による空気－亜鉛電池セルを示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　本発明は、多様な変更を加えることができ、さまざまな実施例を有することができると
ころ、特定の実施形態を図面に例示し、詳細な説明に詳細に説明しようとする。しかし、
これは、本発明を特定の実施形態に限定しようとするものではなく、本発明の思想及び技
術範囲に含まれるすべての変更、均等物乃至代替物を含むものと理解しなければならない
。本発明を説明するにあたって、関連した公知技術に対する具体的な説明が本発明の要旨
を不明にすることができると判断される場合、その詳細な説明を省略する。
【００２４】
　本明細書で使用した用語は、ただ特定の実施形態を説明するために使用されたものであ
って、本発明を限定しようとする意図ではない。単数の表現は、文脈上、明白に異なって
意味しない限り、複数の表現を含む。また、本明細書で記述される「含む」または「有す
る」などの用語は、明細書上に記載した特徴、数字、段階、動作、構成要素、部品または
これらを組み合わせたものが存在することを指定しようとするものであって、一つまたは
それ以上の他の特徴や数字、段階、動作、構成要素、部品またはこれらを組み合わせたも
のなどの存在または付加可能性をあらかじめ排除しないものと理解しなければならない。
【００２５】
　第１、第２等のように序数を含む用語は、多様な構成要素を説明するために使用するも
のであって、１つの構成要素を他の構成要素から区別する目的だけで使用され、前記構成
要素を限定するために使用するものではない。
【００２６】
　以下では、本発明について詳しく説明するが、必要な場合、図面を参照して説明し、下
記図面は、本発明の理解を助けるための一例に過ぎず、これによって本発明の範囲が制限
されるものではない。
【００２７】
　本発明は、空気－亜鉛電池モジュールに関し、より具体的に、ケース内に複数の空気－
亜鉛電池セルが直列で連結及び積層されてなる電池ユニットを複数個含み、前記電池ユニ
ットは、隣接する電池ユニットと直列で連結され、一つまたは二つ以上の電池ユニット群
を形成し、前記ケース内の外部に露出しない一領域に（＋）極端子及び（－）極端子を含
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み、空気流動を誘導するファン（ｆａｎ）が具備され、前記ケースの一面の一領域には、
２個の（＋）極端子及び１個の（－）極端子が形成されている雌性スイッチングコネクタ
ーが形成されており、前記雌性スイッチングコネクターの（＋）極端子のうちいずれか一
つは、前記電池ユニット群の（＋）極側の終端の（＋）極と電気配線で連結され、前記雌
性スイッチングコネクターの（＋）極端子のうち他の一つは、前記ファン（ｆａｎ）の（
＋）極端子と電気配線で連結され、前記雌性スイッチングコネクターの（－）極端子は、
前記電池ユニット群の（－）極側の終端の（－）極と電気配線で連結され、且つ前記雌性
スイッチングコネクターの（－）極端子と連結される電気配線は、前記ファン（ｆａｎ）
の（－）極端子と側枝形態で連結される空気－亜鉛電池モジュールに関する。
【００２８】
　本発明において前記空気－亜鉛電池セルは、本発明の空気－亜鉛電池モジュールを構成
する最小単位であって、前記空気－亜鉛電池セルの内部構造は、通常知られたように、空
気拡散層、触媒活性層などが含まれた空気陽極電極部と、亜鉛（Ｚｎ）及び電解質が混合
された亜鉛ゲルなどが含まれた陰極電極部と、前記空気陽極電極部と陰極電極部との間に
短絡を防止するために、セパレーター（ｓｅｐａｒａｔｏｒ）が位置する構造となってい
る。
【００２９】
　本発明において前記空気－亜鉛電池セルの形態は、いずれの形態でも構わないが、空間
効率を考慮して、積層構造で電池ユニットを形成するためには、板状の空気－亜鉛電池セ
ルを使用することが構造的に好ましい。
【００３０】
　前記空気－亜鉛電池セルの理解を助けるために、図６に示された一例により説明すれば
、図６によれば、空気－亜鉛電池セル４１０が板状の形態を有しており、前記空気－亜鉛
電池セル４１０の空気陽極電極部側の面には、外部と空気が連通できるように複数の空気
孔４１３が形成されている。
【００３１】
　また、前記空気－亜鉛電池セル４１０の空気陽極電極部側の面には、突起形態のスペー
サ４１１が形成されていて、前記空気－亜鉛電池セル４１０が積層され、図５に示された
ように、電池ユニット４００を形成する場合、積層されるそれぞれの空気－亜鉛電池セル
４１０の間に空気が円滑に連通できる空間を形成し、電池ユニット４００を構成するそれ
ぞれの空気－亜鉛電池セル４１０に空気の供給が円滑に行われることができると共に、本
発明の空気－亜鉛電池モジュールのケース内部の空気流動も円滑に行われることができる
。
【００３２】
　本発明において前記電池ユニットは、複数の空気－亜鉛電池セルが電気的に直列で連結
され、それぞれの空気－亜鉛電池セルが積層される形態の構造を有するものであって、本
発明においては、複数の空気－亜鉛電池セルが直列で連結され、一つの電池ユニットを形
成することによって、家庭用、産業用、軍用など多様な用途の電気製品に適用可能に電圧
を高めるのに有利である。図５を例示して説明すれば、図５は、本発明の一例による電池
ユニットを示す斜視図であり、図５によれば、本発明の電池ユニット４００は、５個の空
気－亜鉛電池セル４１０が直列で連結され、積層構造となっており、それぞれの空気－亜
鉛電池セル４１０の電圧が１．３～１．４Ｖである場合、電池ユニット４００の電圧は６
Ｖ以上を確保できる。
【００３３】
　本発明において単位電池ユニットを構成する空気－亜鉛電池セルの個数は、特に限定的
なものではなく、本発明の空気－亜鉛電池モジュールが使用される用途によって単位電池
ユニット当たり空気－亜鉛電池セルの個数を任意に決定できる。
【００３４】
　本発明において前記電池ユニット群は、空気－亜鉛電池セルが直列で積層されて形成さ
れた電池ユニットが、さらに直列で連結されて集合体を構成したものであって、これによ
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り、本発明の電池ユニット群は、それぞれの電池ユニットの電圧が加わって、含む電池ユ
ニットの個数分だけ高い電圧を確保できる。本発明の空気－亜鉛電池モジュールには、前
記電池ユニット群が一つまたは二つ以上含むことができ、もし二つ以上の電池ユニット群
を含む場合には、電池ユニット群の間には、電気的に並列で連結されるように適用される
電気製品の仕様に合わせて電流値を上昇させることができる。
【００３５】
　本発明において前記ファン（ｆａｎ）は、外部の空気流れを空気－亜鉛電池モジュール
内に誘導し、空気－亜鉛電池モジュール内の複数の空気－亜鉛電池セルよりなる電池ユニ
ットに空気を均一に供給する役目をするものであって、本発明においては、図１に示され
た従来の空気－亜鉛電池モジュールとは異なって、前記ファン（ｆａｎ）が空気－亜鉛電
池モジュールのケースの内部に位置していて、従来の電池モジュールにおいて問題になっ
たファン（ｆａｎ）の外部露出による送風羽の汚染による送風量の低下及びこれによる電
池モジュールの性能劣化の問題を防止でき、また、従来の電池モジュールにおいて問題に
なったファン（ｆａｎ）の騒音惹起問題をも最小化できる効果がある。
【００３６】
　また、本発明においては、空気－亜鉛電池モジュール内に含まれる電池ユニット及び電
池ユニット群の個数と配置形態によって空気－亜鉛電池モジュール内のすべての電池ユニ
ットに最大限均一に空気流れを誘導し、空気を供給できるようにするために、電池モジュ
ール内のファン（ｆａｎ）の配置位置や方向などを電池ユニット及び電池ユニット群の個
数と配置形態によって適宜設定することが重要である。
【００３７】
　もし、前記電池ユニットが電池モジュール内で隣接する電池ユニットと一列で配置され
て直列で連結された一つの電池ユニット群を形成する場合には、電池モジュール内のすべ
ての電池ユニットに最大限均一に空気流れを誘導し、空気を供給できるようにするために
、前記ファン（ｆａｎ）は、すべてのまたは一部の電池ユニットの間に具備され、且つ前
記ファン（ｆａｎ）の方向が羽の回転軸方向及び前記電池ユニットの一列配置方向と同一
の方向であることが好ましい。これに対する理解を助けるために、図２に示された一例を
参照して説明すれば、次の通りである。
【００３８】
　図２によれば、本発明の一例による空気－亜鉛電池モジュール１００は、ケース１１０
内に２個の電池ユニット１２１、１２２が一列で配置され、直列で連結されて一つの電池
ユニット群を形成しており、前記電池ユニット１２１、１２２の間にモジュール内で空気
流れを誘導するためのファン１３０が位置し、前記ファン１３０の方向が羽の回転軸方向
及び前記電池ユニット１２１、１２２の一列配置方向と同一の方向になるように方向が設
定されている。前記ファン１３０の位置及び方向をこのように設定することによって、外
部空気を電池モジュール内に誘導するとき、電池モジュール内の空気排出部に位置する電
池ユニット１２２にまで空気が均一に供給され得る効果がある。もし、前記ファン１３０
の位置が、図１に示された従来の空気－亜鉛電池モジュールのように、外部空気が流入さ
れるモジュールの入口側に一つだけ具備される場合には、電池モジュール内の空気排出部
に位置する電池ユニット１２２にまで空気を均一に供給できず、これによる電池ユニット
間の空気供給の不均衡に起因して電池モジュールの全体性能低下を惹起させる問題が発生
する。
【００３９】
　また、他の例として、本発明の空気－亜鉛電池モジュールのケースの一側面に外部と空
気が連通できるように空気通孔が形成されており、電池モジュール内の電池ユニットが第
１電池ユニット群及び第２電池ユニット群よりなる２個の電池ユニット群を形成し、且つ
前記第１電池ユニット群及び第２電池ユニット群は、間に隔壁を置いて並設され、互いに
並列で電気配線が連結される構造となっており、前記隔壁は、前記空気通孔が形成されて
いるケースの面と垂直になるように形成されている場合には、前記ファン（ｆａｎ）は、
前記隔壁のうち一部位に貫通するように形成され、且つ前記第１電池ユニット群及び第２
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電池ユニット群の電池ユニットのうち前記空気通孔が形成されているケースの面から最も
遠く離れた電池ユニットの間に位置するように形成され、前記ファン（ｆａｎ）の方向が
、羽の回転軸方向と前記隔壁の面が垂直になるように配置されることが、電池モジュール
内のすべての電池ユニットに均一な空気供給のために有利である。これに対する理解を助
けるために、図３に示された一例を参照して説明すれば、次の通りである。
【００４０】
　図３に示された本発明の一例による空気－亜鉛電池モジュール２００は、ケース２１０
の一側面に外部空気が電池モジュール内部と連通できるように空気通孔２１１、２１２が
形成されており、空気－亜鉛電池モジュール２００内には、総４個の電池ユニット２２１
、２２２、２２３、２２４が具備され、且つ電池モジュール内の中央に前記空気通孔２１
１、２１２が形成されているケース２１０の面と垂直になるように形成されている隔壁２
４０を間に置いて一方の２個の電池ユニット２２１、２２２が互いに直列連結で一列配置
され、第１電池ユニット群を形成し、他方の２個の電池ユニット２２３、２２４が互いに
直列連結で一列配置され、第２電池ユニット群を形成している。図３によれば、ファン２
３０は、前記隔壁２４０のうち一部位に貫通するように形成され、且つ前記第１電池ユニ
ット群及び第２電池ユニット群の電池ユニットのうち前記空気通孔２１１、２１２が形成
されているケース２１０の面から最も遠く離れた電池ユニット２２２、２２３の間に位置
しており、前記ファン２３０の方向は、羽の回転軸方向と前記隔壁２４０の面が垂直にな
るように設定されている。これにより、空気－亜鉛電池モジュール内に一つのファン（ｆ
ａｎ）だけを具備しても、図３に示された構造によれば、外部から流入された空気が一番
目の電池ユニット２２１から最後の電池ユニット２２４まで順次にＵ字状の流れで空気流
れが誘導され、電池モジュールの外部に排出され得、電池モジュール内のすべての電池ユ
ニット２２１、２２２、２２３、２２４に均一に空気が供給され得る効果がある。
【００４１】
　すなわち、本発明によるファン（ｆａｎ）の配置構造による場合、同一性能の電池モジ
ュールを具現するにあたって、従来より極めて低い送風力のファンを使用でき、これによ
って、ファン駆動のために所要される消費電力を顕著に低減できる長所がある。
【００４２】
　本発明において前記ファン（ｆａｎ）は、動力源として電気エネルギーを使用するため
、電気配線が連結され得るように、（＋）極端子及び（－）極端子を含む。
【００４３】
　本発明の空気－亜鉛電池モジュールに具備された前記雌性スイッチングコネクターは、
空気－亜鉛電池モジュールケースの一面の一領域に形成されており、前記雌性スイッチン
グコネクターには、２個の（＋）極端子及び１個の（－）極端子が形成されている。前記
雌性スイッチングコネクターの（＋）極端子のうちいずれか一つは、前記電池ユニット群
の（＋）極側の終端の（＋）極と電気配線で連結され、前記雌性スイッチングコネクター
の（＋）極端子のうち他の一つは、前記ファン（ｆａｎ）に形成されている（＋）極端子
と電気配線で連結される。
【００４４】
　前記雌性スイッチングコネクターの（－）極端子は、前記電池ユニット群の（－）極側
の終端の（－）極と電気配線で連結され、且つ前記雌性スイッチングコネクターの（－）
極端子と連結される電気配線は、空気－亜鉛電池モジュールで発生する電気のうち一部を
ファン（ｆａｎ）の駆動エネルギーとして使用するために、前記ファン（ｆａｎ）の（－
）極端子と側枝形態で連結されることを特徴とする。すなわち、本発明は、電池モジュー
ル内のファン（ｆａｎ）を駆動させるために、別途の重いバッテリー装置を必要としない
ため、従来製品に比べて製品の構造単純化及び軽量化が可能であるという利点がある。
【００４５】
　本発明において前記雌性スイッチングコネクターは、インバーターと電気的に連結され
ている雄性スイッチングコネクターと接続及び分離が可能であり、前記雄性スイッチング
コネクターは、前記雌性スイッチングコネクターの端子と対応するように２個の（＋）極
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（＋）極端子は、互いに電気配線で連結されていることを特徴とする。このような構造的
な特徴によって、前記雌性スイッチングコネクターに前記雄性スイッチングコネクターを
接続すると、電池ユニットの通電が起こると同時に、前記ファン（ｆａｎ）が電気的に電
池ユニットに連結され、前記ファン（ｆａｎ）が駆動され、前記雄性スイッチングコネク
ターを分離すると、電池ユニットの通電及びファン（ｆａｎ）の駆動を停止できる。すな
わち、本発明による空気－亜鉛電池モジュールは、ファン（ｆａｎ）の駆動及び停止のた
めに、従来の電池モジュール製品のように、別途のスイッチング装置を具備する必要がな
く、これによって電池モジュール内の空間効率が改善され、製品の小型化が可能であり、
電気配線の単純化及び製造コストの節減が可能であり、また、ファン（ｆａｎ）の駆動制
御がスイッチングコネクターの接続及び分離だけで同時に行われるので、従来製品のよう
に、間違いでファンの駆動をオフ（ｏｆｆ）しなくて、不要に放電させて、電池モジュー
ルの寿命を短縮させるおそれもあらかじめ防止できる効果がある。
【００４６】
　これに対する理解を助けるために、図４に一例として示された電気配線連結構造を通じ
て説明すれば、次の通りである。
【００４７】
　図４は、図３で一例として言及した空気－亜鉛電池モジュール（総４個の電池ユニット
を含む）に関する電気配線連結構造を図式化した図であり、図４によれば、第１電池ユニ
ット群３２１、３２２と第２電池ユニット群３２３、３２４は、互いに電気配線が並列で
連結されており、前記電池ユニット群の（＋）極側の終端の（＋）極は、雌性スイッチン
グコネクター３４０に形成されている２個の（＋）極端子のうち一つと電気配線で連結さ
れ、前記電池ユニット群の（－）極側の終端の（－）極は、雌性スイッチングコネクター
３４０に形成されている１個の（－）極端子と電気配線で連結される。また、ファン３３
０に形成されている（＋）極端子は、雌性スイッチングコネクター３４０に形成されてい
る２個の（＋）極端子のうち残りと電気配線で連結され、ファン３３０に形成されている
（－）極端子は、前記雌性スイッチングコネクター３４０の（－）極端子と連結される電
気配線から側枝形態で連結されている。
【００４８】
　また、図４には、前記雌性スイッチングコネクター３４０と接続及び分離が可能な雄性
スイッチングコネクター３５０が示されており、前記雄性スイッチングコネクター３５０
は、前記雌性スイッチングコネクター３４０と対応するように、２個の（＋）極端子と１
個の（－）極端子が形成されており、特に雄性スイッチングコネクター３５０の２個の（
＋）極端子は、互いに電気配線で連結されている。
【００４９】
　以上説明したように、本発明の属する技術分野における当業者は、本発明がその技術的
思想や必須特徴を変更することなく、他の具体的な形態で実施され得ることを理解できる
。本発明の範囲は、前記の詳細な説明よりは後述する特許請求範囲によって示され、特許
請求範囲の意味及び範囲そしてその等価概念から導出されるすべての変更または変形され
た形態が、本発明の範囲に含まれるものと解釈されなければならない。



(11) JP 2017-535029 A 2017.11.24

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】 【図５】

【図６】



(12) JP 2017-535029 A 2017.11.24

10

20

30

40

【国際調査報告】



(13) JP 2017-535029 A 2017.11.24

10

20

30

40



(14) JP 2017-535029 A 2017.11.24

10

20

30

40



(15) JP 2017-535029 A 2017.11.24

10

20

30

40



(16) JP 2017-535029 A 2017.11.24

10

フロントページの続き

(81)指定国　　　　  AP(BW,GH,GM,KE,LR,LS,MW,MZ,NA,RW,SD,SL,ST,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,RU,T
J,TM),EP(AL,AT,BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR,GB,GR,HR,HU,IE,IS,IT,LT,LU,LV,MC,MK,MT,NL,NO,PL,PT,R
O,RS,SE,SI,SK,SM,TR),OA(BF,BJ,CF,CG,CI,CM,GA,GN,GQ,GW,KM,ML,MR,NE,SN,TD,TG),AE,AG,AL,AM,AO,AT,AU,AZ,
BA,BB,BG,BH,BN,BR,BW,BY,BZ,CA,CH,CL,CN,CO,CR,CU,CZ,DE,DJ,DK,DM,DO,DZ,EC,EE,EG,ES,FI,GB,GD,GE,GH,GM,G
T,HN,HR,HU,ID,IL,IN,IR,IS,JP,KE,KG,KN,KP,KW,KZ,LA,LC,LK,LR,LS,LU,LY,MA,MD,ME,MG,MK,MN,MW,MX,MY,MZ,NA
,NG,NI,NO,NZ,OM,PA,PE,PG,PH,PL,PT,QA,RO,RS,RU,RW,SA,SC,SD,SE,SG,SK,SL,SM,ST,SV,SY,TH,TJ,TM,TN,TR,TT,
TZ,UA,UG

(72)発明者  コン、　ジェ　キュン
            大韓民国　０６５０３　ソウル　ソチョ－ク　シンバンポ－ロ　２３－ギル　１０３ドン　１０２
            ホ　５　（ウーサン　アパート、　ジャムウォン－ドン）
Ｆターム(参考) 5H032 AA01  AA09  AS03  CC02  CC09 
　　　　 　　  5H040 AA03  AA33  AA36  AS11  AT10  AY05  AY06  CC38  DD03  DD06 
　　　　 　　        DD07  DD21  NN03 
　　　　 　　  5H043 AA17  AA19  BA24  CA08  CA21  DA06  FA02  FA06  FA22  FA23 
　　　　 　　        FA24  LA21  LA21F LA22  LA22F


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	search-report
	overflow

